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子どもどうしの「かかわり」を大切にした授業づくり
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1 問題の所在と方法
(1)問題の背景
学校は，子どもが学ぶ場である。そこでの学び
とは，教科の学習はもちろん，子どもどうしが人
とのかかわり方を学ぶ場でもある。筆者は，多く
の他者とのかかわりの経験を通し，人とのかかわ
り方を学んだのが学校である，という記憶がある。
近年の学校に着目すると いじめや不登校など
が多発している。その原因の1っとして，子ども
の「社会性や対人関係能力が十分身についていな
い」という点が指摘されている(国立教育政策研究
所2005)。
とのような課題を改善するために，特別活動に
おける異学年交流やソーシヤノレスキルトレーニン
グ，グループエンカウンターを行うなどの取り組
みが行われている。しかし，特別活動の時間は，
学校生活のほんの一部を占めるに過ぎない。そこ
で，学校生活の大部分を占め，普段から他者との
生活を共にする時聞が長し授業において，かかわ
りを育んでいくことが重要になってくることが指
摘されている(斎藤1997)。これまで多くの学校で
行われている「一斉授業lでは，老姐市と子どもの
やりとりが多く，子どもどうしがかかわる場面は，
それに比べて少ないように感じられる。しかし，
この点を課題山惑じ，グループ活動や， iコの字型」
に机を配置して学習をするような，子どもどうし
のかかわりを犬切にした授業づくりに取り組んで
いる学校も増えている。
授業は，手どもが思考し，判断し，表現をしな
がら，その耕ヰの知識や技能を学ぶ場である。そ
こには，多くの子どもがいて，他若の考えの影響
を受けながら， 学んでいる。そういう点では， 子
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どもが1人で学ぶということではなく，学級の他
の子どもの考えと出合うことで新たなものの見方
や考え方を学んでいるのである。そのような子ど
もどうしのやり取りの中で意見や疑問を聴き合い，
互いを思いやるようになる。
N・ノディングスは，人間関係、と学習において，
「子どもは，学びたいと思った人からしか学ばな
い」という指摘をし，子どもの人間関係の良さと
学力の向上は密接につながっていることを述べて
いる。子どもが学級で学ぶとき，最初から関係が
できているというわけではない。初めに「この人
から学びたい」と思う関係をつくるために，特別
活動における人間関係づくりを行うのがよいのか，
それとも学びを積み重ねることで次第に「この人
から学びたい」と思うような関係ができてくるこ
ことがよいの泊、筆者は，学びを通して「この人
から学びたい」と思えるような関係をつくってい
くことが大切だと考える。
昨年度は，このような問題意識のもと， N・ノ
ディングスの「ケアリングJの理論に基づき，授
業における子どもどうしの関係性について分析し
てきた。そこで浮き彫りになった課題として，授
業の学習形態や学習課題の設定が重要になってく
るということがあった。
(2)研究の目的
子どもどうしが「人とのかかわり」を大切にし
ながら学んでいくことができる授業づくりを目指
す。その際，授業形態や課題に着目し，それらを
どのように設定したら，子どもはかかわりながら
掌ぶことができるか，ということを念願に置き，
授業をつくっていく。
(3)研究の方法
①昨年度の研究の課題の検討
②先行研究の検討
@瀬育実習における授業実践
笹沼における授業の検討・考察
2 先行研究の検討
(1)ケアリングについて
昨年度の研究では，子どもどうしのかかわりに
おいて， N'ノディングスの「ケアリング」の概念
をもとに分析してきた。
ケアリングについては，メイヤロフ，ハルト，N'
ノデイングスらが研究している。
メイヤロフは， r人間関側主」に基づく「ケアリ
ング」を重要視している。人の捉え方において，
それぞれ，“教師"や“子ども"のように，「役割」
をもった人としてではなく，あくまでも 1人の人
格をもった人として人を捉えている。そのうえで，
人間関係において， rケアする者」と「ケアされる
者」の立場に分かれ， rケアする者」は「ケアされ
る者」に対して，その人の個性や考えなどを見と
ったうえで， rケアされる者」に合う「ケア」をし
ていくことが大切であるとしている。
一方で，ハノレトは.r役割関係性」に基づいた「ケ
ア」を重要視している。「事姐市」という「筏創」を
もっ者が， r生徒」という役割に対して， r生徒J
が学習を進めていくための支援を行うことを「ケ
ア」としている。このことについて，斎藤・高橋
(2000)は， r生徒lが出した意見を整理し，わかり
やすく板書にまとめるために「名前プレート」を
黒板に貼る，というようなことが「ケア」に当た
るとしている。このような「教師」と「生徒Jに
基づいた「支援」をノVレトは重視している。
ノデイングスは，ハノレトが主張するような，教
師という「役割」として，子どもに対して学習の
支援などを行うような「ケア」ではなく，メイヤ
ロフが官昌する「人間関例生」に基づいたケアリ
ングを提唱した。
しかし，ノデイングスは，メイヤロフが提唱し
た「ケアする者」と「ケアされる者」が固定され
ないということを主張する。「ケアする者」と「ケ
アされる者」の聞に「相互性がある」というので
ある。 Aさんがいつも「ケアする側の人間」で， B 
さんがいつも「ケアされる側の人間」であるとい
うわけではないのである。
その上で，ノディングスは. rケアリング」に
41 
ついて，以下のように考えている。まず，ケアす
る側の人聞は，ケアされる側の人聞に対して，そ
の特徴ヰ考え方などを理解しながら，欲している
「ケア」を受け入れ(r専心J)，ケアをする。一
方，ケアされる側の人間は，ケアする側の人間の
「ケア」を認め(r承認J)，受け入れ(r受容J)， 
それに応えて行動(r応答J)することであるとし
た。そして， rケアされる側の人間」が， rケアj
を受け入れることにより， rケアする側」にとって
も，それが「ケア」になる，ということも主張し
ている。「ケアされる側」がケアリングを『受容」
し，それを示す寸子為をすることで，それが「ケア
する人」にとって.rケア」が「やりがいのある行
為」であるということを感じさせ，そのことが「ケ
ア」であるとしているのである。
これらのことから，ノデイングスは， rケアリン
グの関係」を築くことを重要視している。
このような関係は，互いがEいを“思いやりあ
う"関係であることがいえよう。互いに互いの人
間性を理解し，“困り"や“悩み"，または“喜び'
や“楽しさ"など，多くのものを共有することが
できる関係であると考えられる。このような「人
間関係」を，子どもどうしで築くことができるよ
うになることが大切であり，それを教育すべきで
ある， ~，ノディングスは提唱するのである。
授業では，他者の悩みや疑問，考え方を受け入
れたり，その上で自分の考えを述べたりすること
が， rケア」につながると考える。そのようなやり
取りの中で，子どもは学んでして。このやり取り
がうまくいかないことはあるにせよ，このような
経験を積み重ねることで，子どもと子どものかか
わりは少しずつ築かれていくのではないだろうか。
(2)授業をつくっていくための r3つの要素」
では，子どもどうしのかかわりを犬切にする授
業をつくっていくためには，どうしたらよいか。
佐藤(2012)は，子どもが「学ぶJことができる
授業づくりのための要件として，図1のような要
素を挙げている。
この図において，授業での「学びJの成立には，
「教科の本質に即した学びJr学び合う関係Jr創
造的・挑戦的な学び」の3つの要素があり，それ
らが組み込まれることによって，子どもにとって
の「学び」が生まれるとしている。
「教科の本質に即した学び」とは，たとえば，
国語での文学の学びは.rテクストとの嬬苦」で
学びが成立する要件
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園1.学びが成立する要件
ある。題材となる物語と「対話』し，そこに描か
れている主人公の心情などを，自らの経験や考え
などとも照らし合わせながら読み取っていく，と
いうことが犬切になってくる，と述べている。
「学び合う関係j とは.r他岩の声を聴く関係j
であるとしている。互いの疑問や意見を真剣に受
け入れようとし，カり，それが誰か一人だけカ鳴
き，誰か一人だけが話をする，という関係でなく，
誰しもが他者の疑問や意見を受け入れ，誰しもが
疑問や意見を発することができるような関係であ
る，と佐諜は主張する。
「学び合う関係Jとは.r聴き合う関係』とも
言われているが.r聴き合う関係Jは，ノデイング
スの提唱する「ケアリング」につながると考えら
れる。 I聴き合う」には，他者の疑問や考えを受け
止め，理解し，それに対して，その人の性格や考
えなどを踏まえながら「ケアJしていく，という
ことが即ち， r聴く』という行為であると考えられ
るのである。
「創造的・割織的な学び」とは，ヴィゴツキー
が示す発達の最在接領域に基づいている。 f学びJ
とは，他者や道具の援助によって成立するのであ
る。今の自分1人では解けないような課題に向き
合い，他着の考えなどに触れながら課題を解いて
いくことによって，その人にとっての「学び」と
なっていくのである。そのため，佐藤は.rジャン
プのある学びJ，即ち，レベルの高い課題や学びが
必要である，としている。
この3つの要素は，どれか1つがあれは『学びJ
が成り立つ，というわけではな1，¥いくら「教科
の本質に即した学び」を保障した課題を子どもに
解かせても，子どもどうしに「学び合う関係」が
成り立たなくては，それについて自分が考えたこ
とを他者に伝え，また，他者の考えを聴き，自分
の考えにはない新たな考えに触れられず，それに
よって， r掌ぬことは出来ない。授業をつくって
いくときに，この3つの要素のうち，どれか1つ
でも欠いてしまっては，子どもにとっての「さ~J
が生まれないのである。
これまでは，子どもどうしのかかわりこそが大
事だと考えていた。しかし，それだけでは佐藤の
いう「学びが成立する要件Jのうち， r学び合う関
係j にしか目を向けていなかったことになるので
はないか。それだけでは，子どもにとっての学び
が生まれず，結果として，関係も築かれていかな
し¥.r真正の学び」や「ジャンプのある学び」とい
うものが，授業をつくっていく上では重要であり，
それを犬切にしていくからこそ，学び合う関係も
生まれてくるのではないだろう方、
(訪 f授業形駐と「課題jについて
q凝業形態について
佐藤(2012)は，小学校低学年においては，全体
学習とベア学習を中心に授業を行うこと，小学校
3学年以上，中学校，高校においては，男女混合
の4人グJ}.ー プによる学習を中心に授業を行うこ
とを提唱している。佐藤は， r学びが個人で行われ
ることはない。」と述べている。即ち，ある課題に
対して，複数の子どもが意見を交わしあうことで，
略的凸、うのである。個人明子うことができ
るのは I練習」と「記憶jだけで，今までの自分
にない， r新しい世界Jとの I出会いと対話」によ
って，子どもにとっての学びとなるのである，と
している。「新たな世界Jとは.r対象・他者・自
己」であり，即ち，教材が示すもの，他の子ども
の考え方，そして，新しく芽生えた自分自身の考
え方ということである。それらをこれまでの自分
の考え方とすり合わせることで， r学び」が生まれ
るのである。
また，このグノレー プー学習について，佐藤は， rど
の形態の授業よりも強制的に学びを促す機能があ
るJということを指摘している。ベア，ないし 4
人以下のグループでの学習は，どの子どもも，学
習に参加することを余儀なくされるのである。
一者授業よりも.r強制的jに他者とかかわる環
境にすることで，他者の考え方と出合いやすくし，
それが，佐藤が提唱する「学びJIこつながると考
えられる。そこでの学びの経験を積み重ねていく
ことで，初めは強制的な関係だったものが，次第
42 
に自然な関係になっていくのであろう。
管課題について
佐藤(2012)は，授業の「課題lについて，教科
書レベルの「共有の課題」と，教科書に言E載され
ている以上の「ジャンプの課題」を設定し，それ
をグル←プで学習することの重要性を説いている。
「共有の課題」については， i新ヰ書レベル」
の内容を，グループ全体で協力しながら学習し，
「一人ひとりが内容を確実に理解するのが肝要」
だとしている。そうすることで， i誰もが理解すべ
き」内容を，理解の早い子ども，遅い子どもとも
に理解することを目指すのが大切だとしている。
一方， iジャンプの課題Jについては，そのレベ
ルが，学び合う関係、の成熟度にもよるが，それが
「高ければ高いほどいい」としている。この課題
を，子どもどうしで話し合うことを通して，理解
の速い子どもには， i共有の課題Jで身に着ける学
力以上の学び，理解の遅い子どもには， i共有の謀
題」で身についたものをより確実に身に着けると
いう学びが，それぞれ生まれるという。「ジャンプ
の課題」によって，すべての子どもにとっての学
びが生まれるとしているのである。
このような「ジャンプの課題lを設定すること
は， i学び合う関係」を構築していく上でも重要で
あると考えられる。佐伯(2004)は，課題と人間関
係性について考察している。人が「うちとける」
には， iどこまでも深く探求できるような耕れを
もとに， iともに熱中Jするのが良いとしている。
そうすることで，他者の「意外牲」を見ることが
でき，それが他者への「あの人はこういう人だ」
という断定を乗り越え， iうちとけ」ていくのであ
るとしている。
この「うちとける」ということが， i.聴き合う関
係」に繋がってくるのではないだろう均、共に課
題に熱中していく中で，他者の「意外'佳Jに耳を
傾け，話を明恵こう」としていく。そのような I聴
くJi聴いてもらう」ことを積み重ねて学んでいく
ことで， r.聴き合う関係」が生まれ，それが「うち
とける」ことに繋がっていくのではないだろうか。
「ジャンプの課題Jは，他者の援助や手助けを必
要とする。その課題に取り組む中で，明恵くJr聴
き合う」という関係が生まれていくのではないだ
ろうか。
3 実践と結果(明らかになったこと)
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(1)今年度の教育実習について
平成26年 10月 14日むた)から 11月 11日w
まで，山形市内のN小学校にて，教職専門実習E
を行った。昨年度に行った教職専門実習Eでも配
属されたクラス頃 4学年，男子 16名，女子 14
名)に，今年も配属された。指導教諭も昨年に引き
続き， E先生であった。このクラスでは，国語を2
時間，社餅を4時間，体育(学年全体)を1時間，
道徳を1時間，それぞれ授業を行った。
今年は， 4月より， iスクールサボーター」とし
て， N小学校にお世話になっていることもあり，
このクラスの子どもたちとも週に 1回， 1時間分
の授業を共に過ごしてきた。
また，今回の教職専門実習皿では， 5年生の算
数の習熟度別学習に関わり， 1クラスを担当した
(男子12名，女子8名)。ここのクラスでは，算数
の「単位量当たりの大きさ」の授業を9時間行っ
た。
(2)各授業でのエピソードについて
①「課題lが切功追わり」を生み，学習が進んだ
場面一小学校5年生・算数一
(ア)クラスの概況
本クラスは， 5年生2クラスを4つの習熟度に
分け(子ども本人の希望制)，それに応じてクラス
分けを行ったうちの， じっくり丁寧に学習をす寸
めながら，算数の基礎を学習したいという希望を
もっ子どもが多いクラスである。このクラスの中
でも，算数の得意・不得意の差はある。
学年担任のS先生， T先生より伺ったのは，学
習に向かう姿勢が今一つであり，とにかく，与え
られた課題を「こなせばよい」というように考え
て学習したり，授業中に「無駄話Jに夢中になり，
クラス全体の学習の進捗を妨げてしまう子どもが
多かったりする，ということであった。
習熟度別に分けたとのクラスでも，そのような
様子が見て取れた。
それまでの授業でもグル~プ学習を行ってきた
が，子どもたちはあまり課題に正対せず， r無駄話」
をするような時聞が多かった。結局のところ，単
位量当たりの大きさについては， iW・・あたりの
OO~ を求めるときは， WOO+・・』である」
ということを筆者が説明するに終始してしまった。
この時， r課題が簡単すぎるのではないか'Jrこ
の子どもたちならば，もう少し難しい学習をして
も良かったのではないか」と考え， (イ)にて紹介
する授業に至った。
(イ)取り上げる場面の授業について
今回取り上げる場面は， r単イ立量当たりの大きさ」
の求め方を理解する，という学習であった。前時
までで. rw・・あたりのoo~ を求めるときは，
woo+・・~J である，在いう考え方を，教科
書の中にある.rウサギ小屋の面積とウサギ小屋の
数lから「ウサギ小屋の混みぐあい」を求める課
題を通して学習してきた。(詳細は，表1)。
表1.ウサギの数とウサギ小屋の面積
ウサギの数(ひき) ウサギ小屋の広さ(立の
A 9 12 
B 9 15 
C 6 16 
D 5 15 
子どもたちが課題を解く様子や，授業後に受け
た質問から， rなぜ) W・・あたりのoo~ を求め
るときは， woo+・・』である」となるのかが
わからず，ただ.rwウサギl匹当たりの小屋の広
さ』を求めるには.W(ウサギ小屋の面梯+(ウサ
ギの釦』とす判まよい」というように“覚える"
だけの子どもが多いことが分かった。
そのため，本時では，以下のような課題を提示
し)r単位量当たりの大きさ」を“覚えるn のでは
なく， g概念を理解する"ことをねらった。
この課題の設定が， rジャンプの課題lに繋がる
と考えた。この図は教科書には載っておらず，子
どもにはとって初見である。「なぜ， w・・あたり
のoo~ を求めるときは， woo+・・』である
のカサということを考えることが，彼らにとって
難しい課題になると考えた。
この授業では.5人1組(男子3人，女子2人)
のグループで課題に取り組んだ。ここで大切にし
たことは， rなぜ，その解答を選んだの治ミjを説明
することである。
《積場重》
図(ア)(イ)は，それぞれ， P.95の問題の.r 1
dあたりの人数を求める考え方(人数÷面構J
t:， r 1人あたりが使える酉積を求める考え方
価積÷人動」の図です。
それぞれ，どちらの考え方を表している図
でしょうか。理由も含めて，考えましょう。
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そのなかで， Hくん， Aくん， Kくん， Nさん，
Rさんの 5人のグループに注目する。普段の算数
では， Hくんは比較的学習に意側代一つ一つ
の課題に向き合い，良く発言もする。たが，対照
的に， Aくん.Kくんはよく 「無踊苦」をし，グル
ープ学習の時は，互いにいたずらし合うなどの様
子が見られる。 Nさん， Rさんは，課題には黙々と
取り組むが，グループの他の子どもと言葉を交わ
すこと泊切Pなく，周りの子どもとかかわっている
様子があまり見られな1，-¥
以下が，このグループのやり取りである。
佃くん， Aくん.Kくん， Nさん， Rさん)5人と
も，それぞれで「課題Eに向き合っている。ここ
で， Aくんが浮かない表情をする。)
Aくん:ああ・・・え，こっちがワサギの数で，
こっちが面積なんだろうけど・・・理由
はわかんねえな。
Kくん:え，そこ，俺もわかんねえ。なんかねえ。
どっちがどっちなのかなあ。
Aくん:それは，こっちがワサギの数で，こっち
が面積だろ。
Kくん:え，なんで?
Aくん:うー ，わかんね。
(黙々 と解いていたNさん， Rさんも，少し身を
乗り出してこの会話に参加したそうにしてい
る。)
Kくん:なあなあ， Hはどうなった?
Hくん:俺も，こっちがウサギで，こっちが面
積だな。
Aくん:え，なんで?
Kくん:なんでそうなったの??
Hくん:このちっちゃい丸が，分けられた人聞
を表してて，それで比べて，どっちが
広いのかを比べるのかな，って思っ
て。
Kくん:え，あ，どういうこと?
Aくん:もとの大きかった丸が，分けられたっ
てこと?
Hくん:そう。んで，面積はどっちも一緒だか
ら，どっちの丸が小さいかで，どっち
が混んでいるのかを比べるのかな，っ
て，思って。
Kくん:あ，そういうこと?この小さい丸って，
そういう意味があったのかあ。
Hくん:きっとそうだと，思うんだけど。
Aくん:そしたら今度はさ，こっちは，丸の大
きさが一緒だから，ウサギが使える面
積で，比べてる，ってこと?
Kくん;広さで，混みぐあいを調べてるってこ
と?
Hくん:俺はそうだと思ったよ。
(Nさん， Rさんも，身を乗り出して聴いている)
Aくん， Kくんに着目する。普段は「無駄話」
が多かったAくん・Kくんが， Hくんに向けて， rな
あなあ， Hはどうなった?Jと聞いている。そこ
からHくんが， rこのちっちゃい丸が，分けられた
人聞を表してて，それで比べて，どっちが広いの
かを比べるのかな，って思って。」と応えている。
これまでの授業では， Aくん・Kくんと Hくん
は，時々「無駄話」をするようなことはあるが，
課題に向き合い，それについて考えを言い合う，
ということはあまりなかった。しかし，ここでは，
Aくん・Kくんともに，課題に向き合った上での疑
問を， Hくんに聴いていた。そして，その疑問をH
くんは受け止め， Aくん・Kくんにわかるように話
をしている。それを， Aくん'Kくんはしっかりと
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聴き，そこで出た疑問や白分の考えを出している。
との3人が課題を通してかかわり合っているよう
に感じる。
次に，同じグループのNさん， Rさんにも注目
する。彼女たちは，普段は男子とは会話をせずに
黙々と課題に向き合っているが，この時は，課題
の容えがわからないようであった。そのためか，
自分の机に身を乗り出して， Aくん・Kくん・Hく
んの会話を聴こうとするしぐさが見られた。 3人
は，どのようにして課題を解こうとしているのだ
ろう，ということを気にし始めていたと考えられ
る。その3人の会話に参加する，という様子は，
その後も昆られなかったが，これまでは無関心で
あったAくん・Kくん・Hくんの考え方を聞いてみ
たい，という気持ちが芽生えたように感じた。
「ジャンプの課題」をきっかけにして，それぞ
れの子どもの聞に司恵く」明恵き合うJという関係
が生まれてきているということが言えるだろう。
②切哨追わり」の良さから，それぞれの子どもに
「学び」が生まれた場面一小学校4年生・社鉾ト
(ア)クラスの概況
今回指導した配属学級のクラスは，昨年に引き
続き，子どもどうしのかかわりは良く，普段の授
業からベア学習やグループ学習を行っている。無
駄話をするようなこともあまりなく，ほかの人の
意見にしっかりと耳を傾け， r聴くJことができて
いると感じている。そういった意味では， r関係性l
は非常に良好である。
このクラスで，社会科「くらしの中で出たごみ
のゆくえ」の授業を行う。子どもたちは，浄水場
などとともに，ごみ収集場やリサイクノレセンター
に既に社会科見学に行った。そこで学習した内容
をよく覚えており，内容の理解も深v'o
この授業では，まず，自分たちが日頃行ってい
る「ごみを減らす工夫」を1人1人で考えた後，
グループの中で挙げた。その後，クラス全体で，
グループの中で挙げられた「ごみを減らす工夫』
を共有したのち，その「ごみを減らす工夫」を r3
R(リデュース・リユース・リサイクノレ)Jに当て
はめるとすると何に当てはまるか，ということを
考えた。「ごみを減らす工夫lを思い起こすことで，
自分たちもごみを出しているということ，それゆ
え，環境等の問題を解決するための主体の一人で
あるということの自覚をもつようにすることをね
らった。
(イ)取り上げる場面の授業について
この授業でも，グループでの活動を行った。一
人ずつ，r自分の身の回りで行っているごみを減ら
す工夫Jを発表し，それについて， r僕の家では，
それはこういう風にやっている」や， rそれって，
どういうこと ?Jなどといった質問・意見を出し
あっていき，理解を深めるという学習を行った。
今回は， Kくん， Tくん， Mさん， Aさんのグル
プーを取り上げる。
Tくん:僕はね'J r袋をもらわない」っていう
のを書いたよ。
Kくん:ああ，なるほど。
Aさん:え，どうして?
Kくん:袋がごみになっちゃうからって，こと
じゃないの?
Tくん:そゆこと!
Aさん:ああ，そういうことかあ。 Mさんは?
Mさん:私はね'J r本を古本屋BIこ持って行く」
って書いたよ。
Aさん:え，どういうこと?
Kくん:なんで，ごみを減らすことになるの?
Tくん:なんで?
Mさん:本って，燃やしたりすると J rごみ」
になって，埋め立てられちゃうのか
なって，思って。古本屋Bに持って
行くと，ごみにならないのかなって。
Kくん:あ，本を「ごみ」にしないってこと?
Aさん:どういうとと?
σくんは，浮かない農民をしている。まだMさん
が言ったことがわからないようである。)
Kくん:本を，ごみとして捨てないで，本とし
てほかの人に利用してもらう，って
ことにして，ごみを減らすんじゃな
し、ヮ
Tくん:ごみにすると，さっきでた，埋め立て
のやつが増えちゃって，問題になる
から。
Aさん:あ，そういうことかあ。だからなんだ
ねえ。
Mさん:そうだから，そう思ったんだけど。
Tくん:はああ。そういうことかあ。
このグループ全員のやり取りに着目する。
この課題において， 子どもたちからは， r袋を
もらわない」や， r分別をする」といった考えが多
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く出された。子どもが思いつきやすい考えだった
のだろう。
そのなかで， Mさんから， r古木屋Bに持って行
く」という「意外な」考えが出された。このこと
について， Kくん， Tくん， Aさんが「なぜ， wご
みを減らす工夫』になるのかがわからない」とい
う反応を示した。ここで， Mさんが 3人に容え，
説明している。その説明を聴き， Kくんは理解が
できたようだが， Aさん・Tくんはまだわからない
ようであった。 Aさんは rC!::+ういうこと ?Jと言
いJ Tくんも，言葉を発してはいないが，わかり
そうでわからないというような浮かない顔をして
いた。 Kくんは， AさんやTくんのわからなさとと
もに， Mさんの言いたいことを受け止め，自分の
言葉でAさんやTさんにわかるように説明してい
た。この説明を聴き， Aさん・Tくんは，なぜ「古
本屋Bに持って行く」ことが「ごみを減らす工夫』
になるのか，ということが理解できたようであっ
た。さらに， Tくんは，担会科見学で得た， r埋め
立てごみが増えると問題になる」ということとも
つなげて理解している。
このTくんは，以前は学校を休みがちであった。
だが，少しずつ学校に来るようになると，他の子
どもに支えられながら，クラスで授業を受けるよ
うになってきた。そして，少しずつ自分の疑問・
考えを言えるようになっていき，本時で取り上げ
たように，他の子どもと話し合いながら学習をす
るようになった。時々，午前中のみで帰宅する，
ということもあるが，クラスで他の子どもととも
に過ごす時間は，以前よりも確実に増えているの
である。 Tくんは，本時だけでなく，これまでの
授業もグループでの学習を積み重ねてきた。グル
ープの他の子どもと意見を交わしあう中で，他者
とかかわることの良さや，かかわりながら学ぶこ
との楽しさを感じるようになってきたと考えられ
る。 Tくんにとって，この教室は，以前よりも居
心地の良いものになってきていたのではないだろ
うか。
4 考察
先行研究から，グループでの学習が他者と「強
制的」にかかわりをもたせること，それを積み重
ねることで，自然なかかわりになっていくことを
学んだ。また， rジャンプの課題」をきっかけにし
て，子どもは他者の考え方と出合い，学んでいく，
ということを学んだ。
「ジャンプの課題」は，子どもにとって“少し
難しいのではないカ子と考えられる課題である。
このような課題に子どもが向き合ったとき， rわか
らないJという疑問が生まれてくる。それを解決
するために，他の子どもに対して， rここがわから
ないんだけど」などと声をかける。その「わから
ないこと」を他の子どもが受け取り，相手がその
「わからないこと」をわかるようになるための手
助けをしていくのである。「わからない」と感じた
子どもは，その手助けをもとにもう一度謀題に向
き合っていく。そして，そこで生まれた考えを他
の子どもに伝えたり，新たに出た疑問を投げかけ
たりする。このやり取りの繰り返しから，次第に
新しい考えが練り上げられて，学びとなっていく。
このような学びを生み出すための環境として，
グループ形態による学習があると考えられる。グ
ループにすることで，他の子どもとの物離句距離
は近くなる。そうすることで，自然と他の子ども
の声が聞き取りゃすくなったり，しぐさが見えや
すくなったりする。また，友達の「わからない」
という言葉やしぐさを受け取りやすくなる。
このようなことから，子どもがグループの他の
子どもとともに「ジャンプの課題」に封勝し，考
えをすり合わせることで学びが生まれると考えら
れる。
5 今後の課題
教職専門実習Eでの実践で，それまで他者とか
かわりをもっていなかった子どもが，他の子ども
に少し身を寄せるしぐさを見せるなどしていた。
このような，少しずつ他者に関心をもち始めてい
る子どもが他者と考えを出し合うなどのかかわり
をもてるようになるには，もう少し時聞がかかる
のだろう。今回は教育実習期間でしか，この子ど
もの様子を見ることができなかった。そのため，
子どもがかかわりをもてるようになるまで子ども
の様子を見ることができなかった。子どものかか
わりを「継続的」に見ていくことが，今後の課題
として挙げられる。
また， rジャンプの課題」についても，より一
層追究していきたい。今回の教育実習での実践で
は，筆者なりに「課題」を工夫してきたつもりで
はあった。しかし，その r!鰻重Jを検討していく
中で.r何が，教科の本質なのかJrこの子どもに
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とって，どのような課題が.wジャンプの課題にな
るのかJ1Jというととについて，あまり深く考えて
こなかった。このようなことから， r子どもに何を
学んでほしいのか」ということを明確にできなか
ったように思う。今後は，今回授業を行わなかっ
た教科も含め，各教科の「教科の本質」を追究し
ていき，その上で，各教科で「子どもに何を学ん
でほしいのか」ということに対する自分の考えを
明確にもてるようにしていきたい。
更に，子どもにとってどのくらいのレベルの課
題が「ジャンプの課題Jになるのか，ということ
も考えていきたい。今回の教職専門実習Eでは，
各授業で「ジャンプの課題Jを設定するように心
がけた。しかし，実際に筆者が「このくらいのレ
ベルなら，あの子どもたちにとって少し難しいく
らいのレベルになるだろうか」と考えた課題で授
業を行うと，子どもにとっては「簡単な課題Jで
あり，学びが生まれないことがあった。子どもが
学んでいくために，子どもにとってどのくらいの
レベルが「難しい」ものになるのかを，子どもが
学ぶ姿から考えていくことが大切になると考えた。
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